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 特集 細菌感染症（仮）平成30年度の診療報酬改定は，日本皮膚科学会
と日本臨床皮膚科医会（以下，日臨皮）が内保連を
通して要望したいくつかの項目のうち，以下の4
項目で見直しが行われた．1）DLSTの一連の撤廃
（複数薬剤への対価）および点数引き上げ，2）ヒト
パルボウイルスB19グロブリンクラス別ウイルス
抗体価の適応拡大（要件見直し），3）ダーモスコ
ピーの算定基準の見直し，4）鶏眼・胼胝処置の算
定回数の制限撤廃．日臨皮の健保担当として要望
書作成などに関わってきたが，これまでの懸案事
項のうちの多くが認められ， 満足できる改定と
なった．日臨皮の学術大会は第1回から厚生労働
省と日本医師会からお一人ずつを招き，基調講演
を行っているのだが，厚生労働省や日本医師会と
のパイプを保つことが重要であることを再認識し
た．そのほか，複数の医療機関による訪問診療が
可能となる在宅患者訪問診療料1（830点）の新設や，
創傷処置の100平方cm以下が，45点から外来管理
加算と同額の52点にアップしたことなどが，皮膚
科にとってはありがたい改定だったといえる．日
臨皮は各ブロックに健保担当の委員を置いている
ので，次回の診療報酬改定で要望したいことがあ
れば申し出ていただきたい．
さて，今回の特集は「色素沈着を伴う皮膚病」で

ある．臨床例では肥満細胞腫や形質細胞腫などの
特徴的な疾患のほか，多くの炎症性疾患を網羅で
きた．また，色素沈着といえば避けて通ることが
できないシミの治療についても，須賀康先生に総
説していただいた．本誌で久々に触れることに
なった美容関連の論文であるが，多くの読者の参
考になったのではないかと思う． （T.A.）
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